
 

２． 新興国進出時の知財リスク及び対応策の研究 

 

日本企業による新興国進出が増加傾向にあるところ、新興国進出には特有のリスクがあるに

もかかわらず十分な対策が採られておらず、トラブルも相次いでいる。そこで我々は、新興国

進出時の知財リスクを検討し、それに対して日本企業が採るべき対応策及び行政が採るべき支

援策を提言することとした。まず我々は、中国、タイ及びインドを例に、各国の知財戦略及び

法制度並びに知財環境を調査することにより、日本企業の新興国進出時における知財リスクを

洗い出した。その上で、日本企業が採るべき知財リスクへの対応を類型別に検討するとともに、

行政に求められる効果的な支援策を提言した。新興国には各国で固有の知財リスクがあるとこ

ろ、それぞれの国における現地情報、特許情報等の情報を収集し、分析することが最も重要な

リスク対応策である。行政には、中小企業でも知財リスクマネジメントが容易に行えるよう、

新興国各国における知財情報の提供及び新興国事情に精通した人材の育成支援が求められる。
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